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轟《

ニウトンの傳（1）

山　本一　清

　英國の大理大學者サー・アaザーク・ニウトン（Sir　Isaac　Newton）は．

西暦1642年十二月25ロ（醤式，EBちユリウス暦），リンカP・ン（Lincoln）州

コルスターラース（Colsterworth）教匠の一寒村ウルストーブ（Woolsthorl）e）

で生れナこ。此所はグランタム（Grantham）の町より北へ約六マイルの地で

ある．父は，やはり，アイザーク（lsaac）ミ言ひ，自己所有の小さい土地に

農業を螢んでゐナこ人であるが，此の息子アィザークの誕生前に死んだ，そ

れは叉，彼れが妻ハナーHannah（マーケト・オーブートンMarket－Overton

村のジェームズ・アィスカフJames　Ayscoughの娘）ε結婚して敏ケ月後

であった．

　ニウトンが生後二年餓りの時，其の母はノース・ヰタム（North　Witllam）

の牧師バーナバス・スtス（Bamabご．s　Smith）溺吉婚し，ベンジャミン（Ben－

jamin），メリPt（Mary），ハナー（Hannah）εい。8一’：男二女を生んだが，此

等の小児達に，ニウトンは後年其の遺産の大部分を遺したのである．

　ニゥトンは，生地ウルストーブ村に近いニケ所の小さな學校で，初歩の

教育を受けナこ後，十二歳の時，グランタムのグランマー學校に迭られた，

此のグランタムの學校に通ってみる頃，＝一ウFンは其の町の藥剤師クラー

ク（Glark）の家に宿ってみた．彼れの自傳によれば，暫時彼れは頗る怠け

者で，學級中の席次は低くかつナこεいふ．εころが，遜る日，一つ上席に

みる一童より思ひがけ無くいぢめられナこが，ニウ1・ンは其の勇氣のkめi毬

に勝つナこ一此の勝利が大攣に自らを働まして，暫くの後にはミうざう學

校中の首席児童になって了つたεいふ
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　　ニゥトンは，若い頃から器械いちりに興味を持ち，風車や．水時計や，

凧や，なさを作り，叉，今の自働車みナこいに乗り手が自ら動かすやうな四

輪車を嚢明したεさへ言ひ傳へられてるる．

　1656年にスミスが死んだので，ニウトンの母は三人の子供を連れfまN，

ウルスF　・一プに鋸って來た，ニウトンは其の時十四歳であったが，母は彼

れを農夫にする積りであっナこらしく，逡に學校を止めさせナこ．そして，市

（いち）の立つ日には，老いナこ下僕ミ共に，度々グランダムの町へ使ひにや

らされたが，そうするε，買ひ物は下僕が干するこεにして，其の間＝ウ

トンは昔馴染みのクラークの家で書物を凹むこεを樂しみxEした．程な

く，親族（みうち）の人々が，此のニウトンを農夫にして了うのは大間違ひ

であるεいふこεを知るやうになったものだから，叉，グランタムの學校

へ蹄って行くこξになつナこ，母の兄弟に，隣り教匠パートン・コグルス

（Burton　Co991es）の牧師であるヰリアム・アnスコフ（William　A｝・scough）

ミいふ人があって，ケンブリチ（Cambridge）大學のFリニテイ（Trinity）

開院の卒業生であったが，此の人がニウトンを見て，彼れの心が全く器械

や数回の問題に適當して居るのを知り，母（スミス夫子）に薦めて，其の學

院に入學させるこごにしナこ．そこで，ニウトンは1661年六月5ロにトリニ

ティ二院の一一學生εなり，同年七月8ロに入學の手綾をして，學資の補助

を受ける事εなつナこ．しかし，彼れが此のケンブリチに來て，勉學を始め

ナこ頃，其の成績が如何であっナこかミいふ事は殆んさ今知れてみないし，其

の後，卒業に近づいた頃の事情も僅かしか分ってみない，只，彼れがまだ

ウルスb　・一プに居た頃，サンダーソン（Sanderson）の著しナこし論理野心1を育

んだこεがある0）で，トリニティ學院に來てからは．彼れの教師（tutor）

は此の學課の講義に出席しなくεも好いミ言ったこεだけが，知れてみる．

ニウbンの自傳によれば，彼れがクンブリチ市に近いストールブリヂ（Sto－

urbridge）の夜店で占丁丁の書物を一冊買っナこけれ曹，三角術（trigonometry）

を知らないものだから，書物の中に書かれてあるいろ々々の天膿の圖を了

解するこεが出來なかつナこ．それで，彼れはエウクリド幾何學の英課版を

買ひ求め，其の末尾にある定理索引によって，難解な鮎を解くナこめの二三

の定理を拾ひ議みして見たεころが，此等が皆分り切つナこ事ばかりであっ
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たのでJ燧に彼れは『つまらない本だ』εして此のエウクリド書を捨て，む

しろ，デカルトの「幾何學」を勉類するこεにしナこ．其の後，1664年四月28

口，選ばれて，トリニティの奨信金を得る試験を受けナこ時，バーーロ岬（lsaac

Barrow）博士がエウクリドの試験をして，ニウトンの成績が齢り良くない

ε報告したものだから，zaウトンは又々此の「幾何學初歩」を熱心に讃ま

ざるを得ないこミεなり．其の結果，彼れはエウクリド書の良い所が今夏

了解されナこεいふ．

　＝ウトンはデカル1・の「幾何學」を護んで感激を受け，此の調理好きにな

り，更に高等の副章研究へ進むこεξなつテこ．或る小さい手帳の第七頁に，

弼64年一月こいふ口附があって，そこには，角度を等分するこミや，曲線

の面積を求めるこ剤・ろ一々や，種々の音譜の計算や，フランシス・ヰエ

タ　（Francis　Vieta）やフランス・ヅン・。ショウテン（Fr．an．9　van　schouten）

の幾何學定理，ワリズWa］1｛s）の無限算術の註解なεが，光線屈折の槻察

球面光學ガラスの磨き，レンズの誤差ε其の修正，其の他多くの撒學式の

解法な＆ε共に書きつけてある．爾ほ，此の手帳の中に，ニウトンは，撒

年後，下の如きこミを記入した．これを見るε，彼れの卒業前年頃の様子

が如何であったかが分かる：一

L1699年七月四口，一一1663－1664年頃，ケンブリヂでの出納帳を調べて見

ナこら，1664年のクリスマスの少し前頃，自分は上級生であって，シヨウ

テi，の「雑論」（Mig．・cellanies）ミデカルトの「幾何學」（此の「幾何學」εアウト

レドOughtredの「幾何學」εは牛年前にはす2か隻譲み了つた）εを買ひ求

め，ワリスの著書を借りた．そして，i664－1665年の冬に此等の註解をシ

ョウテンεワリスから書き取つナこ．其の頃，自分は無限列（lnfinite　series）

の方法を知り，1665年の夏には流行病のためケンブリヂを逃げ出し，リン

カーン州のブー一一　7・ピー（Boothby）℃双曲線の面積を，其の無限列の方法

で，五十二桁まで計算した．q

　＝ウトンが可なり早い頃銑に自然現象を注意深く観察しkらしいミ言ふ

こミは，彼れ0）L光學（Optics）］第二珊の第四丁零工3観察に，ノ・ロについて

下の如く記してみるのでも充分に確かめられる：一一

L同じやうな光冠（CrOwn）が月のまはりに見えるこミが時々ある，例へ
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ば，1664年の初め，二月14日の夜，自分は月のまはりに二つの光冠を見ナこ．

第一の，内部の光冠は直径が凡そ三度で，第二の光冠は凡そ五度牟であっ

ナこ．月のすぐ外側には白色の輸（Circle）があり，それから内冠の内側は青

緑色であり，其の外側は黄赤色であったし，其の又外側EPち外冠の内側は

青線色で，外側は赤色であった，同時に叉，月の中心から22度35分の距離

1；一一一つの量（Halo）が見えた．それは楕圓形で，長径は地罫線に直立し，

月の下方に當る遠方で接幸してゐ九．1

　1665年の一月にニウトンはB．A，（バチェラー・オヴ・アーツ）の學位を

取つナこ．受験者たちを試問する任命を受けナこ入落（カザリン館Catherine

Hallのジョン・スv一ド∫ohn　S　la　cl　e：ε，トリニテa學院でニウトンの教

師であるヘンジヤミン・プレ1ンBenjam｛n　Pulleynミをproctorに任命

するε共に）は，カザリン館のジョン・／一チヤード（Jolm　Eacl！ard）ε

トリaティ學院のトマス・ギプス（Thomas　Gipps）であった，不可思議な

こεにも，此の年にB．A．を得た各人のordo　senioritatisがGrace　BoOk

の中に落ちてみるので，此等の候補者たちの得鮎については今まで何も書

き残されてみない．

　1665年も，1666年も共に，トリニティ學院は流行病のナこめ休校しナこ．此

の何れの年にも，學院のConclusiOn　BOokに記入されてある所に縁れば，

1665年八月7日ミ，1666年六月22日εに，學院長ピアソン博士（Dr，　Pearson）

の署名により，流行病のため休校させられfこ職員（Fellow）や研究者（Sch－

o】ar）は一t月の休暇を與へられte，ニウyンの名が，其の時，鯨分の手當

を與へられた人名簿の中に見えない事から判断するε，彼れは1665年八月

以前に學院を立去っナこ筈であり．叉，彼自ら前記の手帳にも，其の年の夏，

L病氣流行のためクンブリヂから立ち退きを命ぜられtt］　s書いてみる．

　ニウbンは1667年十月1日に其の學院の職員（Fellow）に解けられた，

其の時，職員の室席が九つ，殊に其の一一っは前年に死んだエブラノ・ム・カ

ウレイ（Abraham　Cowley）の室席であっナこが，此の時，首尾よく任命され

た九人の候補者たちは皆同じ民業成績の人々であった．此の任命後，撒週

間して，ニウトンはリンカーン州へ行き，翌年二月にケンブリヂへ撃って

來たが・其の三月16日に，彼れはM，A・（マスター・オヴ。アーツ）の學位
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を得た．

　1666年から1669年頃までのニウトンの研究は帆ろ々々の題目にわだって

みる．傳ふる所によれば，彼れは幾度にもわナこって，プリズムやレンズを

買ひ求め，又，多分，何か化學百子のkめに種々の薬品や燈をも買ったり

したが，しかし叉，遡る口孝には平野論や，其の他の細帯な敷學の方面を

研究したεいふ．彼れは無限項方程式解析（Analysis　pcr　Equations　Numers

Terminorum　Infinitas）ミいふ一論：文を書いて，多分1669年六月頃，アイザ

ーク・バーロー（當時の数學リユカスLucas講座教授）に提出し，爾ほ其れ

を知入ジョン・カリンス（John　collin9．，1624生一1683死）εいふ優れた撒畢

者にも見せてくれるやうに頼んだ．バーm一一は確かに1669年の七月31日に

之れをカリンスに手交したが，しかし，著者ニゥトンの名を秘して，た・“，

「其れはケンブリヂに居る一友人で此うしナこ問題には優れた天才の持ち三ヒ

である」ε話しkに過ぎなかつナこ．八月20日の日附の手紙に．バーローは，

カリンスが此の論文について賞讃の批評を伺ひtcu｝ものだε言ひ，禽ほし著

者の名はニウトンε言ひ，私の學院の職員でありますが・M．A．の學位を

得て，未だ二年目の青年で，無比の天才で，妙筆方面の進歩に大なる貢献

をした入です1ざ附加した．其の後，まもなく，バーローは其の職を卜し，

其の結果ミして，ニウトンが後任せられるこεになつナニ

　ニウトンは1669年十月29日にリユカス講座の教授に塞げられナこ．教授ε

して，彼は一週に少なくSも一回，幾何學，算術學，天文學，地理學，光

町，静力學，或は他の何かの敷引上の題目について講義をし又，週に二

回は，學生たちに面塾して，彼等が嶽學上の諸問題に於いて出會つた難問

の相談に摂するミいふ義務があった．ニウPンは講義の題目εしては光學

を撰んだ．彼れは光聖上の紛究によって大成功を得た筈であるが，しかし

當時其れ等の結果は，彼れがユ672年の春に一文を學士院（Royal　Society）

に提出するまでは，彼れの講義によって世に知られてみるのみであっナこ．

　1671年十二月21日，サリスベリ（Sa．　lisbury）の監督セス・ワード（Seth

Ward）博士の附議によって，ニウFンは闘士院の會員に推薦せら栴翌i6

72年一月11日に其の會員に畢けられナこ．ニウトンが墾けられずこ此の時の會

合の席上では，彼れの獲明しナこ反射望遽鏡の説明書が朗デ紹介され，其の



78 ニウトンの傳（山本）

結果，L幹事をして，＝一ウ1・ン氏に方士院會員に推墾されテここεを通知せし

め，禽ほ，其の望遽鏡の提幽を感謝し，學＝U掘よ此の翠玉に關して彼れの

ために総ての下学を保護する旨を謹言せしめナこ日

　」672・rニ一月18日附けで，ニウトンが學士院幹事へ宛てた返事に曰く：一

L貴君の次ぎの御章而によって，何卒，藩士院の例週の會合が開かれるの

か何時であるかを御知らせ下さい．何故ε肴へば，いっか其の會含の時に，

私はかの望遠鏡の畿明に導いた埋る理學上の護見のこεを述べて御考察を

仰ぎナこいミ思ひますから．之れは箪なる器械を提出しナこ以」二に職質なもの

で，自然界の研究に於いてなされナこ（最も不思議な，ミは言へなくても），最

も重要な嚢見であるミ，私は信じます．コ

　此うしナニ約束は，1672年二月6日，ニウトンが學士院幹事ヘンリ・オル

デンバー一v．グ（Henry　Oldenburg）に宛てナこ一一文によって単行され，此の文は其

の二目1ぐに學士院で朔譲された．此の全文は理學輯報（Philosophinal　T’ra一・

ng，　actlons）第80號に印刷されてある．

　其の中に於いて，ニウトンは白色光線σ）構造を襲醒し允ひ三を説明しナこ

後，進んで曰く：一

L私は此の黙を了解した後，前1こ蓮ベテこ眼鏡研究を止して了ひました．何三

なれば，私が思ふに，望遠鏡の製作は決しで完全εは言ひ難く，ミ言って

　　　　　　　　　さしつ
も，尤も，光尊者の指導通りに正しく作られナこレンズが無い（今までの人

が皆左様に考へてるナこ）ε言ふよりも，むしろ，光そのものがいろいろ異

つ江屈折能の光線の混合したものであるミいふ理由なのです．それで，た

ミひ，レンズが穿る一種の：光線を一黙に集めるやうに如何程精確に磨き上

げられてあっても，同じ物質へ同じ入射角を投入されたものが其れそれ異

っナこ角で屈折するやうなものを，やはり，同一無占に集めるこεは不可能であ

るのです．實際私は此の屈折度が左程著しく異なるのを見て，現在の望

四鏡が此れほ汐迄良好であるこεを，むしろ，驚いた骨りけでけこ．」

　それから，ニウトンは爾ほし望無季の劉物レンズが一物齪の一鮎から來

る光線の総てを，口径の五十分の一程の直径を持つ財形より爾ほ小さい焦

黙に集め得ないのは何故であるか？若し光が一様なものならば，長い望遠

鏡の出物レンズ程の大きさしか無い圓形レンズの形の不正な事が齎すより
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も撒百倍大きい不規則は何であるか？「を考へ，曰くL此の考へから，私

は反射の現象のこεを考へて見ましたが，此の反射は誠に規則立ったもの

で，あらゆる光線の反射角は皆其の入射角に等しいのです．それで若しか

ラスの様に精密に磨き，ガラスが光を通過させる程の光を反射させる物さ

へ見付かり，叉，其れを抱吻罷形に磨く方法さへ蓬すれば．私は此の反射

現象を利用して，光學器械を想ふ存分完全なものにするこミが出來る筈で

あるε知りましナこ．しかし，此れ等は大しナこ困難の事であり，殊に，反射の場

合には，屈折の場合に表面の不正が起す不規則より五六倍も大きい不規則

が現はれる筈でするから，屈折のガラス面を作るよりも反射の面は更に優

れた術が必要だε考へ及んだので，此の問題は殆んさ素望ε思はれました．

「此等の考への最中に，私は流行病のため，ケンブリヂから立ち退かざる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　また
を得なくなったりして，其の後二年絵りして自分は復研究を進めましナこ，

そして，金局の反射面を豫想通りの成績に磨き上げる方法を考へ，遽に追

うして如何な物が出逃上るかを試して，徐々ミ器械（さきに私がロンドン

へ葬ったのε實質に於いて底ひの無いもの）を完全にし，それで私は木星

の四つの衛星を見，叉，時々は二人の友人にも儲れを見せました．叉，自

分は月のやうな金星の形を見たましが，しかし甚だ明瞭εは言へませんで

しナこ．尤も器質の方は可なり好かったのですが．

しその後，私は暫く他に妨げられてゐましたが，昨夏，自分は今一つのも

のを作りました．此の方は始めのものよりもよほ蓉良くありましナこ（殊に

書棚の観望に）．それで，私が思ひますに，御事紙にある通りの，ロンドン

で私の製作品を保管してみて下さる人々の努力によって，將來はもつε立

派なものに仕上げられるこεを疑ひません沼

　顯微鏡も亦望遠鏡ε同じく改良されるだらうミいふこミを書いた後，ニ

ウbンは附言する．L私は次ぎに，色の原因εなってみるA■一一つの著しい光

線の性質を御知らせしませう．此れについては．私は根本原理を先づ蓮べ．

次ぎに其の瞼査のために，例題εして一二の實験を申しませう．此の原理

は次ぎの言葉に含まれ，又，説明されてゐます．：

LL光線は，屈折度が虹ういろ置異る通り，あれこれε特別な色を現はす

性質も異なるものである．色は，屈折や，自然物から反射（一般に左様信
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ぜられてるる）によって與へられナこ光の性質では無くて，全く，各光線が

別々に持つ根本的な内在的な性質である．或る光線は赤色のみを表はし，

他を表はさない，叉回るものは黄色のみ，」叉或るものは緑色のみ，他も同

様である．叉，此れは著しい色のみに就てでは無く，外の早るゆる程度の

色が皆左回である．

L2，或る屈折度には必ず或る色が属する．而して，又，或る一定の色には

一定の屈折度が属する，屈折の最も少ない光線は皆赤色を表はす．叉逆に，

赤色を表はす光線は絡て屈折度が小さい，同様に，最もよく屈折する光線

は皆濃告解を表はし，逆に，此のやうな黄色を常々表はす光線は皆屈折度

が最大である．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　みな
し同様に，蓮発しナこ色の列の，総ての中間色は皆中程度の屈折率を持つ．

此うした色ε屈折度この關係は頗る精密で正確である．光線は常に精密に

此の爾考に一致するか，然らざれば導者に一致しない，

1β，或る特別な種類の光線に固有な色の種類や屈折度は決して屈折や天然

物の反射て攣化しない．其σ）他自分の襯察しナこ如伺なる方法ででも与れは

不可能である．或る一種の光線を他の種の光線から立派に離して勝つた後，

自分はいろいろざ其の色を攣へて見やうε努めナこけれさ，頑固に其れを保

持した．自分は其れをプリズムで屈折させナこり，書聖の色の異なる種々の物

罷から反射させナこりしナこ，叉，自分はガラスの間に園まれた色づいナこ塞氣

暦の中を通して見ナこり，双，色のある媒髄や，種々の色を獲する媒罷の中

を通して見ナこ．しかし決して新しい色は生れなかつナこ．尤も，濃くしたり，

淡めナこりすれば，色は明瞭になったりボンヤリになつナこりするし，又，光

線を多く取り解れば大攣淡く暗くなる・しかし決して種類が攣るこミはな

い．

ししかし，異る光線を混合させるε，色々憂化が見える，しかし其んな混

色の場合に，何れかの色が表はれるのでは無くて，互ひに中和して，中間

色が出るのである、コ

　爾ほ，混合色の閥題をいろいう論じナこ後，ニウトンは綾けて，L弔うしナこ

例よもつε墾けるこεは出來ますが，私は今一般に次ぎの言で終りませう．

郎ち，総ての天然四丁の色の原因は，其れ等が，特に一種の光を他の多く
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の光よりも多量に反射するやうな性質を與へられてるるに因るのです．此

れは，私が暗室で實験して見て，物膿にいろいろの純粋非混合色を當てて

見ました．かうして，総ての二二がいろんな色を表はすかも知れないミ思

ったのです．εころが二三は其の物の三間の色で照されナこ時のみ眞に明る

く鮮やかに見えました．例へば，鉛丹は如何なる色で照されても無關心で

すが，しかし，赤色の場合だけは最も強く輝やきます．叉，Biseは青色で

よく輝やく外，如何なる色にも無回心です．だから鉛丹は何色をでも反射

しますけれさ，赤を最も強く反射するのです、故に叢の光で照されれば，

此の書の光の中には総ての光線が混じてみるのですから，反射光の中には

赤色が最：も多く表はれ，三って其れが赤色に見えるのです．又，同じ理由

で，Biseは青色を最も回しく反射するものですから，反射光中に最多を占

める青色のものに見えるのです．他も同様です，そして此れが色の最も自

然な適當な原因であるこεは，二二が決して光線の色を攣へるカを有ナこす，

照らされた総ての色に無關心であるこεによって確かです・

　e－e一一t一一一t－t－e－t一一一一一t一一一e－e－tll一一ttst－t－t一一一一一一t一一t－ts一一t一一一一t一一e一一lt一一tt一一一“一一一

L私が記しました事を見わナこしまして，此の論議そのものがいろいろの試

験に適當な實験を暗示するミ思ひます．故に私は此れ以上の御迷惑をかけ

ないで，只，私が到若しナこ只一つの結論を記すこεにしませう．

L暗室の中で，窓の締切りの所に穴を一つ作り，其の直厘を一インチの三

分の一一・・位にして，丁度，太陽光線が適當な分量だけ入るやうにします．そ

して，そこにきれいな無色のプリズムを一つ置きますε，入つナこ光は屈折

して，室の向ふ側に至り，そこで長い色付いた像になります．次ぎに凡そ

三三直径三呪のレンズ（大罷，三三望建鏡の三物レンズ）を其の所から四二

乃至五咲の所に置きますミ，総ての色は直ちに其れを通過し，屈折して，

凡そ10沢乃至12沢の遠方に集まります，若し此の距離に白紙を持ちて來て

此の光を遮りますミ，光は再び混合されて，白色になったこEが分ります．

ししかし，此の場合に，プリズムεレンズxSは固定して置いて，白紙だけ

を前後に動かすのです，するS，如何なる距離で白色が最も完全であるか

が知れ，叉，種々の色が如何に徐々ε集まり，漸次自色に消えて行くか，

叉，彼等が白色に合成されナこ所で相互に會合した後，再び彼等が分散して
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次ぎに前εは逆の順序に列ぶここが見えます．叉，若し，レンズの所で何

か一つの色を遮りますε，白色は他の色に愛ります．故に，白色の合成が完

全であるが富めには，決して一つの色もレンズから外してはなりません．1

　ニウトンは終りに下の言で文を結んでみる．「私が考へますのに，此れで

此の種の熟練の手ほさきは充分でせう．若し，學士院の誰かが此等の實験

を實行して御寛になるならば，私は其の成績が如何であるかを知らせて頂

きたいミ思ひます．若し何か間蓮ひが起つナニり，上記の關係が反封にでも

表はれるならば，私は少しく設明を試みるか，叉は私の誤りを承認するこ

Eに致しませう．1

　此の種々の嚢見の獲表は，其後周年聞にわたる多くの論理を惹き起した

が，ニウトンは當時の英國に於ける有名な理學者ロバーb・フク（Robert

Hooke）や，リエージ（Li6ge）の浄写教授リユカス（Lucas）や，リエージ

の署學者リヌス（Linus）其の他多くの人々を満足ぜしめた．彼れの或る論

敵は，スペクトルの存在を否認して，其の實駿の眞理を拒絶しナニ．叉，他

の人々は其の實験に批評を加へ，ニウトンがスペクトルの長さは幅の五倍

であるεいふこεにi封し，其れは決して三倍以上でないε言った．ニウト

ンは総てのプリズムが皆全く岡じ長さのスペクbルを表はすε考へて，一

つの誤りに隅つナこらしく見える．そこで，論敵の抗議により，＝ウトンは

種々の角度のプリズムや，種々の屈折率のプリズムで出來ナこスペクトルの

長さを丁寧に測定しナこ．しかるに，彼れは異った屈折物質が種々異る分散

能力を持つミいふこεを獲見するに至らなかつナこのは不思議ε言ふべきで

ある，（つS“く）

　　　　　　　ブ　レ　ア

幽い道の光の流れ

うまそうに

エソツプの狐であったなら

けれご，オペラグラスの中にてば

キラキラ輝くダイアのぶ～こう

デ　　ス　　（ひζぼし）

そのかすかな　　　流れのほεりに，

ブこれさがっ7：　　ひS．ふさの自ぶこう・

きつtすいε　　　言ふナころに！

しろがねぶ～こうに　 ｛きんのぶ～こう，

きつi三うまv、【：　　ちカsレ、なu、！
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